
0 20 40 60 80 100（�）

2024年 2025年
分から
ないn 5月

以前 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
以߱

ʲタイプ1ʳ
オープン・カンパニー 982 9.6 25.1 36.3 55.0 47.7 39.9 47.7 54.2 46.4 38.1 12.0 3.1

ʲタイプ2 キrャリア教育 297 7.7 18.5 28.6 56.6 50.5 31.0 34.3 44.4 35.0 35.0 6.7 3.4
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ʲタイプ4ߴʳ 度専ܕ
インターンシップ 29 3.4 3.4 34.5 44.8 41.4 24.1 20.7 17.2 13.8 17.2 10.3 3.4
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キャリアܗ支援プロάラムと就職・࠾用のࠓ後

　2025年卒向けには7割をえる企業が実施したキャリ
ア形成支援プログラム。今後、就職・採用活動にどのよう
に影響していくのか、2026年卒向け以߱の実施状況など
も;まえながら見ていく。
　まͣ、企業のキャリア形成支援プログラムの実施状況を
見る。2026年卒向けに実施した企業は75.4％、2027年卒
向けに実施予定である企業は74.9％であった（グラフ⁞）。
タイプ別に実施（予定）率を見ると、2026年卒向けと2027
年卒向けのどちらも「タイプ1：オープン・カンパニー」が
最もߴく8割後で、࣍に「タイプ3：൚用的能力・専
活用ܕインターンシップ」「タイプ2：キャリア教育」がଓい
た（表 ）。P27・表にて紹介した2025年卒向けの実施率
と比ֱすると、2026年卒向け、2027年卒向けとも、タイ
プ1は5ポイントఔ度、タイプ2・3は、2～3ポイントఔ度૿

加向にある。
　また、2026年卒向けのプログラムの実施時ظを見ると
（グラフ）、全てのタイプで「2024年8月」が最もߴかった。
ಛに、タイプ3は69.6％でଞの月に比てߴい。一方、タイ
プ1、タイプ2の実施率は、7月以߱2025年2月までຖ月3
～5割ఔ度で、ळق・ౙقも比ֱ的Նقに近かった。

に、学生の参加状況を見る。2026年卒の学生を対象࣍　
にキャリア形成支援プログラムへの応募・参加状況を調査
したとこΖ（P29・表）、就職意向のある大学生（「まだ志
望進路をܾめていない」を含む）のうち、応募経ݧがある学
生は83.7％、参加経ݧがある学生は78.8％で、応募した学
生の΄とΜどがいͣれかに参加したことが分かる。また、
ฏۉ応募社数は10.37社、ฏۉ参加社数は5.75社であった。
　プログラムظ間別の参加状況を見ると、「日」のプログ

શてのタイプで�݄に実ࢪする企業͕࠷ଟ

⁞ キϟϦΞܗࢧԉプログϥϜͷ࣮ࢪ
※全体／୯一回答

2027年卒
（予定）

2026年卒

  タイプผキϟϦΞܗࢧԉプログϥϜͷ࣮ࢪ
※֘当卒年対象のキャリア形成支援プログラム実施企業／ෳ数回答
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【タイプ�】
Φープン・
Χンύχー

【タイプ2】
キャリアڭҭ

【タイプ3】
൚用త ・ྗ
ઐ活用ܕ

インターンγοプ

【タイプ4】
ܕ度ઐߴ

インターンγοプ

タイプ۠
意ࣝͤͣに

実ࢪ

2027年卒
（予定） 1,108 87.1� 27.3� 30.5� 1.6� 8.2�

2026年卒 1,119 87.8� 26.7� 31.6� 2.6� 5.9�
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ラムに参加経ݧのある学生の割合が最もߴく53.4％、࣍い
で「1日」（47.2％）、「2日以上～5日未満」（29.9％）、「5日以
上～2ि間未満」（18.8％）であった（表）。
　また、キャリア形成支援プログラムが4つにྨܕԽされ
たことをっているかどうか、4ྨܕを示した上で聞いた
とこΖ、「らない」が53.2％で、「っている」（46.8％）を上
回った（グラフ）。

　前ड़の企業のキャリア形成支援プログラムの実施時ظと
学生の参加状況、ͦして、2026年卒採用では企業の໘
開࢝時ظなどがさらにૣまる見ࠐみであること（P25）など
から、ଟくの学生にとっては、卒業年࣍前年のՆقからキ
ャリア形成支援プログラムが࢝まり、ळق以߱もタイプ1・
2などがܧଓ的に実施されている中、ૣ ければळق・ౙقか
ら採用બ考の໘が࢝まる状況にあるとݴえる。加えて、

キャリア形成支援プログラムへの参加が採用બ考への参加
݅になっているέースもあることから（P27・グラフ）、
本来であれば、キャリア形成支援プログラムでの経ݧを基
にࣗ身のڵຯ・関৺やॏ視したい価値観などについて内省
をਂめ、ͦの上でબ社基準を理するなどして就職活動の
準備を進めていくはͣが、ͦの準備ظ間をे分に取れない
まま採用બ考にྟむέースが生じていることがݒ೦される。
　実際に、֤大学のキャリアセンターを対象に行った調査
では、就職活動に関して「企業の探し方が分からない」「ૣ
બ考のҊ内をもらったがまだબ考をडける準備ができてظ
いない」などの相談が૿えているというコメントがدせら
れている（表）。企業が採用プロセスを検౼する際には、
બ考の時ظをૣめるばかりでなく、学生がे分な内省をも
とにキャリアをબできるよう支援する視点もඞ要ではな
いだΖうか。

大学 らΕているͤدબ考に関する૬ஊ͕学生͔らظૣ

 ����ଔֶੜ͔Βͷब৬׆ಈʹؔ͢る૬ஊ༰ࠔΓごͱ

 インターンシップͷキϟϦΞܗࢧԉプログϥϜͷ
ɹ Ԡ ɾืࢀՃঢ়گ

 インターンシップͷキϟϦΞܗࢧԉプログϥϜͷ
ɹ プログϥϜ期間ผࢀՃঢ়گ

学生 202�年ଔ学生の����ˋ͕
キャリアܗ支援プロάラムに参Ճ

※大学生・就職意向者　まだ志望進路をܾめていない含む／数値回答

※全体／ࣗ由回答

※大学生・就職意向者　まだ志望進路をܾめていない含む／数値回答

2026年卒
n�843 経ݧ割合 ฏۉ社数

応募 83.7 � 10.37 社

参加 78.8 � 5.75 社

2026年卒　　　　n�843 経ݧ割合 ฏ݅ۉ数

日 53.4 � 4.66 ݅

1日 47.2 � 3.09 ݅

2日以上～5日未満 29.9 � 1.75 ݅

5日以上～2ि間未満 18.8 � 1.50 ݅

2ि間以上 4.0 � 1.36 ݅

※ฏۉ社数の集計対象は、1社以上応募した学生（応募ฏۉ数）および1社以上参加
　した学生（参加ฏۉ数）

※ฏ݅ۉ数の集計対象は、֤ 日ఔのインターンシップ等キャリア形成支援プログラムに
　1݅以上参加した学生

4���ˋ͕キャリアܗ支援プロάラムの̐ をೝ学生ܕྨ

 インターンシップͷキϟϦΞܗࢧԉʹるऔΓΈͷ�ྨܕͷೝ
※大学生・就職意向者　まだ志望進路をܾめていない含む／୯一回答

2026年卒

■ っている　■ らない

出య：「大学の就職・キャリア支援状況に関する調査」

◦企業の୳しํがからない。ब活の進めํがからない。

期にԿにऔり組むきか、インターンシップやオープン・カンパχーは࣌のࠓ◦
ɹどのように୳したらよいか。

◦Կをしたいか決まͬておらͣ、どのインターンシップにࢀՃしたらいいか
ɹからないという૬ஊがෳある。

◦インターンシップに関する内༰が多く、企業の୳しํやࢀՃの࣌期と
ɹब職との関係について。

◦ब業体験ができるタイプ�のインターンシップにエントリーするが、
ɹࢀՃできないことが多くなͬてきているとの૬ஊがෳあり。

◦インターンシップʢ�日ؒҎ্ʣのࢀՃについてʢ通աしない、େ学がํで
ɹあるため通ۈしにくい等ʣ。

◦準උがेでないঢ়ଶでૣ期選考をडけるきかどうかという૬ஊが
ɹ૿えています。

◦�݄に入り、ૣ期選考が࢝まͬているが、ཤྺॻを࡞成するͩけのेな
ɹऔり組みがなく、Կを13していいかΜでいる。

◦ૣ期選考のҊ内がདྷたが、まͩ準උができていない合ؚめどうྟΜで
ɹいけばいいか。

◦自ݾੳや業ք・企業ڀݚが΄とΜどできていないঢ়ଶでૣ期選考をडける
ɹことになりෆ҆であるといͬた૬ஊをडけることがあります。

出య：「2026年卒 インターンシップ・就職活動準備に関する調査」

学生の४උظ間ෆ͕՝

29




